
埼
玉
県
に
沿
け
る
こ

O
世
紀
初
頭
の
織
物
商
分
布
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て

は

し

が

き

首
都
圏
の
都
市
成
長
前
繰
帯
に
は
、
都
市
化
に
伴
う
商
業
の
発
展
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
が
、

一
九
六

0
年
代
以
降
の
商
業
発
展
の
基

盤
に
は
、
在
来
商
業
地
域
の
性
格
が
関
与
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
先
に
首
都
圏
の
都
市
成
長
前
線
帯
に
お
け
る
商
業
地

域
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る
た
め
に
、
埼
玉
県
毛
呂
山
町
及
び
坂
戸
市
に
お
け
る
商
庖
を
対
象
と
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
つ

論
述
を
試
み
た
〈
1
)
。
次
い
で
、

首
都
圏
の
都
市
成
長
前
線
帯
に
組
み
込
ま
れ
る
以
前
の
在
来
商
業
地
域
の
性
格
を
問
題
に
し
た
。

て、そ
の
結
果
、
埼
玉
県
に
お
け
る
こ

O
世
紀
初
頭
の
商
庖
分
布
は
、
南
東
部
の
日
用
・
食
料
品
商
を
基
軸
と
し
、
そ
の
外
側
に
漸
次
、
身
辺

細
貨
品
商
・
家
具
類
商
・
文
化
品
商
・
農
業
用
品
商
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
繊
維
品
商
の
相
対
的
に
多
い
町
が
、
ほ
ぽ
配
列
す
る
圏
構
造
を
示

し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

?)O
在
来
商
業
地
域
の
変
容
と
い
う
視
角
に
立
っ
て
、

首
都
圏
の
商
業
の
発
展
を
分
析
す
る
た
め
に
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は
、
ま
ず
在
来
商
業
地
域
を
復
原
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
繊
維
品
商
、
特
に
織
物
荷
の
取
扱
品
目
と
経
営
規
模
を
通
じ
て
、

埼
玉
県
に
お
け
る
在
来
商
業
地
域
の
性
格
を
分
析
す
る
。
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使
用
す
る
資
料
は
、

一
九

O
二
年
に
、
全
国
営
業
便
覧
発
行
所
が
刊
行
し
た
『
埼
玉
県
営
業
便
覧
』
で
あ
る
o

そ
の
概
要
は
、
既
報
〔
3
)

に
お
い
て
述
べ
た
の
で
省
略
す
る
が
、
埼
玉
県
下
回
三
町
(
内
、
妻
沼
だ
け
は
村
)
に
お
け
る
居
舗
を
、
こ
の
時
点
で
網
羅
す
る
資
料
と

し
て
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

二
、
繊
維
品
商
の
分
布

繊
維
品
商
一
五

O
二
の
内
、

A

織
物
商
(
三
七
必
)
、

B

糸
繭
商
(
一
一
六
対
)
、

c
足
袋
商
(
二

O
M
)
の
三
者
が
、
八
三
掃
を

占
め
る
。
そ
こ
で
各
町
に
お
け
る
三
者
の
比
率
を
算
出
し
た
後
、
上
記
の
構
成
比
率
以
上
を
示
す
品
目
を
町
ご
と
に
抽
出
し
、
大
き
い
順

に
配
列
す
る
。
次
い
で
、

A
・
B
-
C
の
各
が
首
位
を
占
め
る
町
が
分
布
す
る
範
囲
を
、
各
一
次
A
区、

一
次
B
区、

一
次
C
区
と
す

る
。
ま
た
、

A
・
B
-
C
の
各
が
第
二
位
を
占
め
る
町
が
分
布
す
る
範
囲
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
次
A
区
、
二
次
B
区
、
二
次
C
区
と
す
る
。

さ
ら
に
、

A
・
B
-
C
の
各
が
分
布
す
る
も
の
の
、
上
述
の
記
号
配
列
に
は
表
示
さ
れ
な
い
町
の
分
布
範
囲
を
、
そ
れ
ぞ
れ
三
次
A
区、

三
次
B
区
、
三
次
C
区
と
す
る
。
な
お
、

B
・
C
各
が
同
じ
が
月
を
示
す
町
を
(
配
と
す
る
(
第
1
・
2
図)。

県
東
部
を
南
北
に
連
ね
る
地
帯
、
す
な
わ
ち
、
妻
沼
か
ら
加
須
低
地
(
羽
生
・
加
須
・
菖
蒲
・
久
喜
・
幸
子
・
杉

一
次
A
区
は
、
付

戸
)
、
大
宮
台
地
(
岩
槻
・
原
市
・
大
宮
・
与
野
・
浦
和
)
、
荒
川
低
地
東
部
(
志
木
・
蕨
・
安
行
・
草
加
)
、
川
越
台
地
の
南
北
両
端

(
川
越
・
所
沢
)
に
及
ぶ
地
域
と
、
。

外
秩
父
山
地
縁
辺
部
(
秩
父
大
宮
・
小
川
・
越
生
)
に
分
布
す
る
。

一
次
B
区
は
、
付

鹿

野
l
北
武
蔵
台
地
(
本
庄
・
児
玉
・
寄
居
・
深
谷
)
及
び
そ
の
東
方
の
松
山
・
桶
川
と
、
。

豊
岡
か
ら
入
間
台
地
(
坂
戸
・
飯
能
・
入

間
川
)
に
か
け
て
分
布
し
、

一
次
A
区
の
付
・

0
の
聞
に
ほ
ぼ
南
北
に
配
列
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
次

C
区
は
、
低
地
に
偏
在
し
、

付

妻
沼
低
地
南
部
(
忍
・
熊
谷
)
と
、
。

県
東
南
端
の
荒
川
・
中
川
両
低
地
南
部
(
越
ヶ
谷
・
大
和
田
・
川
口
)
に
分
布
す
る
。
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o 20km 

繊維品商の分布(1902)

o .20km 

(i主)A :織物商， B 糸繭商 c足袋商，記号の配列方法は本
文参照。 <IA:1次A区， IIA: 2次A区， illA: 3次A区〉

第1図

が
強
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
足
袋
商
は
、
県
東
部
を
北
西

l
南
東
方
向
に
、
帯
状
に
卓
越
す
る
。

繊
維
品
商
立
地
の
町
数
と
居
舗
数
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
(
第
1
表)。

(
配
は
、

一
次
A
区
・

一
次
B
区
の
境
界
に
位

置
す
る
上
尾
と
、
越
ケ

織物商の分布区 (1902)

谷
に
北
接
す
る
大
沢
だ

け
で
あ
る
。

一
次
A
区

の
ハ
円
の
内
、
北
部
の
加

須
低
地
に
は

A
、

次

B
区
の
ハ
円
の
内
、
同
じ

く
北
部
の
小
鹿
野

1
北

第2図

武
蔵
台
地
に
は

B
が
多

ぃ
。
そ
し
て
両
地
域
共

に
、
南
す
る
に
し
た
が

っ
て
、

C
が
次
ぐ
傾
向

一
次
B
・
C
両
区
と
著
し
く
異
な
る
が
、

一
次
A
区
は
、
総
町
数
の
五
六
形
、
織
物
商
数
の
七
四
%
を

一
次
B
区
に
は
及
ば

一
町
当
た
り
の
庖
舗
数
は
、

一
町
当
た
り
の
庖
舗
数
も
、
二
次
B
・
C
両
区
と
比

241 

占
め
バ
広
範
囲
に
庖
舗
が
集
積
し
て
い
て
、

な
い
。
一
方
、
二
次
A
区
は
、
わ
ず
か
に
二
町
に
立
地
す
る
一
二
居
舗
に
過
ぎ
ず
、



N
司
閃

第 1表織織品商立地の町数と庖舗数 (1902)

¥ 
1 次区 2 次区 3 次区 無庖舗 E十

a町数 [b庖舗数同/a a町数 [b庖舗数[b/a a町数 [b庖舗数同/aa町数 a町数 [b庖舗数Ib/a 

A 帥吋)2イヤ作村仲5回4わ9イヤい州刊内lド同川沖5臼4沖叫6イ十←[トト41村4
B 糸繭卜川仲イ 6村
C 足袋商司|仲村イい判付2幻4→判+ト1
計 l卜い川川山41件叩判1イ+伊!トo叩州0刊小れイヤい判3招32)州貯イ→咋~い川lトトい川1η川叶7.6ベ6)十い判仲山i卜H阿川2幻4沖山1110ト110叩00イ十いμい;ト同川川1印4沖州+
(注)a ・b欄については，左側:実数，中央:業種構成比(%)，右側:区別構成比(%)， (1).. B立地町数当たりで、は， 11. 0， 
(2)4捨5入のため99%

てν艇もや.lQ点。

1 ・馬肉凶~'謹註事訴 011<次ヤ刊日母子Q !d.摺%U，f:ヨムもP 世曙謹事訴 01く 11次以降毛、ミやおむ， 1 量判~~.c、 Q恒軍事話.，9' 1 

去三c:r::ou¥l[凶AI珂"c¥-l幌4くやぬのo -#' ¥'孔J-#" *1国 1 i3'~うごや也君事謀総 011 -\J次 (10<也事)ヤ.lQ~将兵心 ~J 兵

会!謹〉心， 1.忘υ凶 AI )jQ~斗 γ111 ・ 4く心必l"Q 0 11 去三∞凶~'主主総・也君主総味ば 11 去三c:r:: oü恒国@モト~~喝のも， 1 1冨

矧~~0也事事訴どP 直情州~ト01ミ!d.部ム手J' 副長-#'W\ム。 ~J 兵主」寂Jν111去三凶凶~'註童話Q謀議誌はヰ交が伶迂件以ま~ "c 

\-1'出堀誠 0 >\J~も題、/1 占言矧~~0也種類~国語~\ ~.lQl"Q。筏i霊恒~士宮， ~1咲w:程は， >¥J 0判需品Jr{-.;':jム-¥Ji3'
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繊維品商の規模(1902)、A 附 B 糸磁的 1 c 足鯛

A1 次区11次区11次区1小計B1 次区I~ 次区I~次区1ノNiロ十 C1 次区12次区12次区1小計
言十

大型商|割引bl昨 if221叩 (37) 
465 

小型商 ifvh門門門ωω側引吋吋3ω紛ベ吋9め刊沖il↑1(吋吋7お問サ吋吋5ω刊十ヤ~I↑小1(ド(ω47η)|ド阿(ωωω叶4必紛ベ2幻「)1川i (63) 
1611 91 631 2331 2151 481 661 3291 441 841 1051 233 795 

計 Jψ0)|(lm)|刊。ωI C1O~~1叫沖(叶 (100) 
4141 121 1331 5591 2471 681 831 3981 631 1031 1371 303 1，260 

第2表

(
全
町
数
の
一
六
形
)
が
あ
り
、
顕
著
な
生
産
地
商
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
次

C
区
は
、
総
町
数
の
一
二
形
、
庖
舗
総
数
の
一
一
一
泌
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
、

一
町
当

た
り
の
居
舗
数
も
、

一
次
A
・
B
両
区
と
比
べ
て
最
も
少
な
い
。
二
次
C
区
、
三
次
C
区
と

な
る
に
し
た
が
っ
て
、
町
数
・
居
舗
数
の
比
率
が
高
ま
る
が
、

一
町
当
た
り
の
居
舗
数
は
、

二
・
三
両
次
の

A
・
B
各
地
区
の
中
聞
を
示
す
。

全
県
の
一
町
当
た
り
の
庖
舗
数
は
、
織
物
商
・
糸
繭
商
・
足
袋
商
の
顕
で
あ
る
が
、
糸
繭

)=%，大型商・小型商区分t土木文参照

商
を
立
地
町
数
当
た
り
で
計
算
す
る
と
一
一
・

O
と
な
り
、
織
物
・
糸
繭
両
商
と
足
袋
商
の

格
差
が
大
き
い
。

『
営
業
便
覧
』
に
大
型
活
字
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
庄
舗
は
、
掲
載
料
を
よ
り
多
く
支
出
し

た
と
思
わ
れ
、
広
告
を
重
ん
じ
た
庖
舗
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
営
業
規
模
が
大
き

い
も
の
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
営
業
規
模
を
推
察
し
得
る
資
料
に
之
し
い
の
で
、

一
応
、
大
型
の
庖
舗
と
解
し
ハ
4
)
、
さ
ら
に
買
継
商
・
仲
買
商
・
卸
商
・
問
屋
を
含
め
て
、

大
型
商
と
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
除
く
一
般
の
小
型
活
字
掲
載
庖
舗
を
、
小
型
商
と
す

絹
・
綿
織
商
、
@

絹
織
商
、
@

綿
織
商
に
分
類
し
て
考

る
。
な
お
、
織
物
商
を
、
①

察
す
る
(
第
2
・
3
表)。

(注)( 

大
型
商
が
五
八
%
を
占
め
る
織
物
商
(
5
〉
に
対
し
て
、
小
型
商
が
八
三
対
を
占
め
る
糸
繭
商

が
対
照
的
で
あ
り
、
足
袋
商
も
そ
の
七
七
が
が
小
型
商
で
あ
る
。
し
か
し
、
織
物
商
を
分
布
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織物商(1902)

河内出品|計可決157出品|計
第3表

8 4 201 3 9 291 8 越117

須14

111 
1 9 13 1 26 311 3 

1 15 19 

加

久

所

19 3 7 24 

23 

1 11 12 

11 

2 15 

1414 7 

91 2 11 

喜13

沢114

1111 4 5 

手13

小

幸

羽

鴻

18 1 3 5 

711 
4 7 

ーi
F
h
u

q

υ

q

a

η

δ

η

δ

 

庄

能

谷

玉

居

ケ

本

飯

越

児

寄

松

坂

一

次

A

唱

i
n
U
F
O
R
U
d
A
τ

句
、

υ

唱

i

η
L
n
4
1
4
1
4
'
i
1占

1
A

n
w
d
 

13 2 

5 

21 2 22 326  
13 4 9 1 4 21 1 10 131 6 812 
13 
噌

E
噌

a
i

a
U
η
ο
 

1 713 3 2 

9 

4 1912 
3 2 8 1112 7 
21 10 2 8 3 717 2 
31 7 1 41 3 257  258  

6 224  6 10 
2 3 268  2 2 5 
41 5 4 1 

1 

山11 2 3 7 1 81 1 

1 11 31 4 

3 

3 

3 

戸

岡12 1 

1 11 

沢

咽手干

豊

桶

大

大

区

内

U
o
o
o
o
a
u。，“

k

d

d

生

咽

i

5 5 

鳩ヶ谷114 1 

越生13 8 

浦和14
次|杉 l

岩

菖蒲11 

AI秩父大宮

蕨 110

草加11 

宮12

壁12

4 

1 3 1 3 JIII 2 4 

1 

1 4 大

粕

与

区

1¥  1 

~LI小 ~i'146 11 1捌13331J2|(出
橋13 1 411 1¥;11諮調。 111m120351捌(出
計19944 11訓3662drml総計|回目 ln(強|56978m|(臨

1 

1 

1 

1 

1 

1 

上尾1121 6 

3 3 

2 

1 

327  

41 1 

4 

士山

1 3 2 

2 3 

1 1 

妻

原

栗

(注)大型商・小型商区分は本文参照， ( )=% 

①絹・綿織商②絹織商①綿織商

区
ご
と
に
み
る
と
、

一
次
区
に
お
い
て
は

前
述
の
傾
向
が
強
く

(
大
型
商
対
小
型
商

の
比
は
ほ
ぼ
三
対

二
)
、
二
次
A
区
で

は
そ
の
逆
(
同
比
は

一
対
一
一
一
)
で
あ
り
、

次
A
区
あ
る
い
は

二
・
三
両
次
区
合
計

で
は
、
大
型
商
・
小

型
商
が
ほ
ぼ
相
半
ば

す
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
糸
繭
商
の
小
型

商
比
率
は
、

一
次
B

区
で
八
七
形
、
二
次

B
区
で
七
一
%
、
ゴ
一



次
B
区
で
八
O
%
、
足
袋
商
の
そ
れ
は
、

一
次
C
区
で
七
O
%
、
二
次
C
区
で
八
二
形
、
三
次

C
区
で
七
七
%
と
、

い
ず
れ
も
高
率
で
あ

る。

一
次
A
区

付

北
東
部

一
次
A
区
に
お
い
て
、
大
型
商
数
が
小
型
商
数
を
越
え
る
一
六
町
(
6
〉
の
内
、

綿
織
商
数
が
絹
・
綿
織
、

絹
織
両
商
合
計
数
を
越
え
る
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の
は
、
加
須
低
地
の
ほ
と
ん
ど
と
中
川
低
地
北
部
・
岩
槻
台
地
に
及
ぶ
加
須
・
久
喜
・
幸
子
・
羽
生
・
杉
戸
・
岩
槻
の
六
町
に
限
ら
れ
、

こ
の
六
町
だ
け
で
、
同
区
大
型
綿
織
商
数
の
七
O
M
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て

A
で
あ
る
。
ま
た
、
綿
織
商
数
が
絹
・
綿
織
、
絹
織

両
商
合
計
数
を
越
え
る
の
は
大
型
商
だ
け
で
小
型
商
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
羽
生
・
岩
槻
を
除
く
と
、
外
の
四
町
は
、
大
型
・

小
型
両
商
共
、

い
ず
れ
も
綿
織
商
数
が
絹
・
綿
織
、
絹
織
両
商
合
計
数
を
上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
絹
織
商
数
と
絹
・
綿
織
商
数
を
比

較
す
る
と
、
後
者
の
方
が
多
い
の
は
、
羽
生
と
杉
戸
だ
け
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
県
北
東
部
に
お
い
て
、
奥
州
街
道
、

日
光
御
成
街

道
並
び
に
脇
街
道
に
面
し
、
元
荒
川
・
会
の
川
・
葛
西
用
水
・
見
沼
代
用
水
な
ど
に
臨
み
水
運
に
恵
ま
れ
た
集
落
が
、
北
西

1
南
東
方
向

に
直
線
状
に
並
ぶ
大
型
綿
織
商
地
域
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
比
較
的
大
規
模
な
生
産
地
買
継
問
屋
が
集
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か

く
て
、
東
武
鉄
道
の
杉
戸
・
久
喜
両
駅
が
一
八
九
九
年
、
加
須
駅
が
一
九
O
二
年
、
羽
生
駅
が
翌
年
に
開
設
さ
れ
た
す
な

こ
の
六
町
に
お
け
る
綿
織
商
数
を
比
較
す
る
と
、
北
方
の
加
須
・
羽
生
に
は
青
縞
商
、
南
方
の
久
喜
・
幸
子
・
杉
戸
・
岩
槻
に
は
白
木
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綿
商
が
多
い
二
八
九
六
年
の
戸
数
は
、
加
須
六
二
一
に
対
し
て
羽
生
五
六
O
で
あ
り
ハ
S
V
加
須
に
は
、
埼
玉
木
綿
織
物
産
盛
岡
業
組
合
官
〉

の
事
務
所
が
あ
っ
た
。
同
組
合
加
入
一
九
五
町
村
の
分
布
は
第
3
図
の
通
り
で
あ
っ
て
、
品
質
管
理
の
立
場
か
ら
、
木
綿
織
物
取
引
の
場
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所
が
製
造
者
居
宅
・
市
場
・
自
宅
の
三
カ
所
に
限
定
さ
れ
て
い
た
白
〉
。
し
た
が
っ
て

木綿織物産盛組合加入195町村の分布(1887)

生
産
地
商
業
が
、
経
済
地
域
的
な
枠
(
わ
く
)
組
み
の
中
で
営
ま
れ
て
い
た
の
で
あ

る。

一
方
、
組
合
運
営
費
が
木
綿
織
物
貼
用
の
用
紙
代
を
も
っ
て
し
て
も
不
足
す
る
場

合
、
木
綿
織
物
商
だ
け
に
課
さ
れ
て
い
た
信
認
金
額
(
一
等
七
五
円
、
二
等
五

O
円、

三
等
三
五
円
、

四
等
二
五
円
、

五
等
一

O
円
、
六
等
五
円
)
に
対
し
て
だ
け
賦
課
さ
れ

て
い
た
行
)
O

つ
ま
り
、
こ
の
組
合
の
構
成
員
は
、
染
物
屋
を
含
む
木
綿
織
物
製
造
者
と

織
物
商
で
あ
っ
た
自
〉
が
、

組
合
運
営
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
い
た
の
は
、
織
物

商
で
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
輸
送
路
と
し
て
は
、
吹
上
川
俣
道
・
熊
谷
久
喜

道
・
鴻
巣
加
須
道
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
い
た
白
)
O

。。

加
須
は
「
青
縞
の
本
場
に
し
て
五
十
の
日
を
以
て
市
を
開
く
、
所
謂
買
継
市
に
し

て
、
そ
の
日
は
、
近
郊
の
婦
女
、
織
り
た
め
の
布
を
負
う
て
繁
明
よ
り
群
集
自
)
」

第3図

し
、
大
型
綿
織
商
二
六
の
内
、
本
場
青
縞
買
継
商
一
一
、
同
買
継
問
屋
七
、
同
仲
買
商
・

同
仲
買
白
木
綿
薄
花
中
形
商
・
同
糸
足
袋
商
・
青
縞
買
継
商
・
木
綿
青
縞
仲
買
木
綿
薄

花
中
形
商
各
一
に
達
し
、
こ
の
外
に
は
、
白
木
綿
問
屋
・
同
綿
糸
染
糸
繭
生
糸
商
・
短
衣
製
造
本
舗
各
一
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
、
「
木
綿
織
は
こ
と
に
隆
盛
に
し
て
、
毎
月
酌
加
の
市
日
に
集
ま
る
青
縞
は
二
万
反
以
上
に
達
自
に
し
た
と
い
わ
れ
る
羽
生

の
大
型
綿
織
商
は
、
青
縞
買
継
問
屋
五
、
同
買
継
商
回
、
同
問
屋
一
、
計
二
ニ
で
あ
り
、
加
須
の
半
数
で
あ
る
。
小
型
綿
織
商
の
内
の
青

縞
商
も
、
加
須
六
に
対
し
て
羽
生
二
で
あ
り
、
加
須
で
は
、

さ
ら
に
太
物
商
二
、
白
木
綿
商
一
が
あ
る
。



大
型
及
び
小
型
の
絹
・
綿
織
商
数
も
、
加
須
は
羽
生
を
凌
い
で
い
る
自
〉
0

し
か
し
、
大
型
絹
織
商
は
、

加
須
の
一
屈
は
呉
服
商
、

~~ 

生
の
一
屈
で
は
唐
物
商
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
小
型
の
呉
服
商
に
い
た
っ
て
は
、
加
須
一
に
対
し
て
、
羽
生
コ
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
町

の
人
口
は
共
に
三
・
八
千
で
あ
る
が
、
加
須
で
は
、
青
縞
商
を
主
体
と
し
、
白
木
綿
・
薄
花
中
形
・
綿
糸
・
染
糸
・
繭
・
生
糸
・
短
衣
ま

で
も
取
扱
う
大
型
・
小
型
商
が
営
業
し
て
い
た
の
に
対
し
、
羽
生
で
は
、
青
縞
商
だ
け
で
白
木
綿
商
は
な
く
、
大
型
・
小
型
両
商
数
共
、

加
須
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
し
か
も
羽
生
で
は
、
呉
服
商
が
加
須
に
比
べ
て
零
細
で
あ
り
、
大
型
の
呉
服
商
に
代
わ
っ
て
、
唐
物
商
の
看

板
を
掲
げ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

埼玉県における二O世紀初頭の織物商分布

久
喜
・
幸
子
・
杉
戸
・
岩
槻
に
お
け
る
大
型
綿
織
商
と
し
て
は
、
白
木
綿
商
が
久
喜
八
(
内
、
篠
津
村
一
)

-
幸
手
及
び
岩
槻
共
に
六

-
杉
戸
三
、
白
木
綿
糸
繭
商
・
白
木
綿
醤
油
商
が
久
喜
・
幸
子
共
に
一
一
(
内
、
白
木
綿
糸
繭
商
一
は
篠
津
村
)
、
こ
の
外
に
久
喜
に
木
綿

商
二
(
篠
津
村
)

-
白
木
綿
買
継
商
一
、
幸
手
に
白
木
綿
石
材
炭
商
・
埼
玉
県
白
木
綿
問
屋
各
一
、
杉
戸
に
物
産
木
綿
買
入
商
・
白
木
綿

買
入
商
各
一
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
小
型
綿
織
商
と
し
て
は
、
白
木
綿
商
が
久
喜
九
・
幸
手
四
・
杉
戸
三
・
岩
槻
二
、
こ
の
外
に
白
木
綿
酒

醤
油
穀
商
・
木
綿
荒
物
商
各
一
が
久
喜
に
、
物
産
木
綿
買
入
商
・
白
木
綿
買
入
商
各
一
が
杉
戸
に
分
布
す
る
。
忍
・
熊
谷
の
足
袋
商
地
域

(
一
次
C
区
)
に
最
も
近
か
っ
た
久
喜
に
白
木
綿
商
が
多
く
、
幸
子
・
杉
戸
と
離
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
数
を
減
ず
る
。
遠
方
に
位

置
す
る
岩
槻
・
杉
戸
で
は
、
白
木
綿
商
専
業
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
久
喜
・
幸
子
の
大
型
綿
織
商
の
中
に
は
、
糸
繭
商
・
醤
油
商
を
も
兼

ね
る
匝
舗
も
あ
る
。
絹
織
商
と
し
て
は
、
大
型
呉
服
商
が
杉
戸
一
一
(
内
、

久
喜
・
幸
手
・
岩
槻
各
一
、

型

一
一
は
荒
物
商
を
兼
ね
る
)
、

呉
服
商
が
杉
戸
・
岩
槻
各
二
、
久
喜
一
で
あ
る
。
人
口
の
最
も
多
か
っ
た
幸
子
(
五
・
七
千
)
で
は
、
大
型
・
小
型
の
絹
・
綿
織
商
、
小
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型
呉
服
商
に
代
わ
っ
て
、
唐
物
商
の
名
が
見
え
ハ
む
、

糸
繭
・
酒
・
醤
油
・
穀
物

人
口
の
最
も
少
な
か
っ
た
久
喜
(
一
了
八
千
)
に
は
、

荒
物
各
商
を
も
兼
ね
る
万
(
よ
ろ
ず
)
屋
形
態
が
う
か
が
わ
れ
、
南
方
の
篠
津
村
に
も
、
そ
の
分
布
が
拡
大
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
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る
。
久
喜
の
大
型
商
は
、
呉
服
商
と
木
綿
商
(
篠
津
村
)
Y
が
共
に
、
多
額
の
納
税
者
で
あ
っ
た
白
〉
O

こ
れ
に
対
し
、

久
喜
・
杉
戸

(
人
口
四
・
二
千
)
に
は
見
ら
れ
な
い
唐
物
商
の
幸
子
に
お
け
る
立
地
は
、
小
売
商
勢
の
優
位
を
示
唆
す
る
。
六
町
の
内
、
人
口
が
最
も

多
く
(
六
・
七
千
)
、

城
下
町
兼
宿
場
町
起
源
の
市
場
町
岩
槻
で
は
、

大
型
白
木
商
K
・
F
・
町
、
大
型
呉
服
太
物
商
n
M

・
N
が
、
共
に

高
額
の
納
税
者
で
あ
っ
た
白
〉
O

。
一
次
A
区
に
お
い
て
、
小
型
商
数
が
大
型
商
数
越
え
る
町
は
、
小
川
・
鴻
巣
・
菖
蒲
・
原
市
・
浦
和
の
五
町
で
あ
り
、
県
央
の
台
地
上

を
北
西

t
南
東
方
向
に
分
布
し
、
同
区
小
型
商
数
の
一
二

O
Mを
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
絹
・
綿
織
、
絹
織
両
商
合
計
数
が
綿
織
商
数
を

越
え
る
の
は
、
西
方
の
小
川
と
南
方
の
浦
和
で
あ
り
、
他
の
コ
一
町
で
は
逆
で
あ
っ
て
、
前
述
付
の
西
南
に
接
す
る
大
宮
台
地
上
に
分
布
す

中
央
部

る
。
す
な
わ
ち
、

初
期
の
綿
作
を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
綿
織
物
生
産
の
中
心
地
域
で
あ
っ
た
北
埼
玉
郡
白
〉
に
、

比
較
的
大
規
模
な
綿

織
商
が
立
地
し
、
小
規
模
な
綿
織
商
地
域
が
西
接
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

浦
和
(
舵
)
の
大
型
商
は
、
織
物
・
反
物
の
両
仲
買
商
各
一
ニ
・
呉
服
太
物
商
一
、
ま
た
小
型
商
は
、
織
物
商
五
、
呉
服
太
物
・
呉
服
両

商
各
二
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
小
川
(
組
)
の
大
型
商
は
、
生
絹
太
織
買
継
商
二
、
生
絹
商
・
同
糸
織
商
・
生
絹
及
び
学
校
用
具
商
・

織
物
商
・
呉
服
太
物
商
・
呉
服
太
物
足
袋
洋
物
時
計
商
・
織
物
及
び
箪
笥
夜
着
祝
い
物
一
式
商
各
一
、
ま
た
小
型
商
は
、
絹
商
八
、
織
物

商
二
、
絹
煙
草
商
・
絹
飲
食
商
・
呉
服
商
・
太
物
商
・
太
物
緒
商
各
一
で
あ
る
。
浦
和
に
は
大
型
絹
織
商
・
小
型
綿
織
商
、
小
川
に
は
大

型
綿
織
商
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
業
が
な
く
、
織
物
商
と
し
て
ほ
ぼ
一
括
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
人
口
六
・
八
千
の
浦
和
が
、
反
物
仲
買

を
も
含
む
消
費
中
心
地
的
性
格
を
示
す
の
に
対
し
て
、
人
口
七
・
五
千
の
小
川
が
、
絹
取
引
の
多
い
生
産
地
商
業
の
拠
点
的
性
格
を
表
わ

し
て
い
る
。
菖
蒲
は

A
で
あ
り
、
中
山
道
沿
い
の
鴻
巣
と
上
尾
東
方
の
原
市
は
必
で
あ
る
。
菖
蒲
で
は
、
綿
織
商
数
が
絹
・
綿
織
、
絹
織



両
商
合
計
数
を
越
え
る
の
は
小
型
商
だ
け
で
、
大
型
商
に
つ
い
て
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
鴻
巣
と
原
市
は
、
大
型
・
小
型
両
商
共
、
綿
織
商

数
が
絹
・
綿
織
、
絹
織
両
商
合
計
数
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
絹
・
綿
織
商
数
と
絹
織
商
数
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の
方
が
多
い
の

は
、
中
山
道
沿
い
の
浦
和
・
鴻
巣
だ
け
で
あ
り
、
他
の
三
町
で
は
、
後
者
の
方
が
多
か
っ
た
。

鴻
巣
に
は
、
小
川
・
浦
和
と
同
じ
く
小
型
絹
・
綿
織
商
が
あ
り
、
小
型
絹
織
商
は
唐
物
商
で
あ
っ
て
、
小
型
白
木
綿
商
六
・
同
太
物
商

四
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
町
の
内
、
最
も
多
い
。
ま
た
、
白
木
綿
と
共
に
機
道
具
一
式
も
販
売
す
る
小
型
商
も
立
地
す
る
。
な
お
大
型
綿
織
商

と
し
て
、
白
木
綿
商
三
の
外
、
白
木
綿
買
継
問
屋
・
太
物
商
・
小
間
物
白
木
綿
商
各
一
、
さ
ら
に
大
型
絹
・
綿
織
商
と
し
て
は
、
呉
服
太

埼玉県におけるこO世紀初頭の織物商分布

物
・
織
物
各
商
一
が
み
ら
れ
る
。
浦
和
同
様
、
宿
場
町
兼
市
場
町
起
源
で
あ
り
、

い
ち
早
く
日
本
鉄
道
中
山
道
線
の
駅
が
開
設
さ
れ
た
な

ど
の
事
情
の
た
め
に
、
菖
蒲
・
原
市
に
比
べ
て
商
品
構
成
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
織
物
商
数
は
人
口
規
模
に
応
じ
て
お

り
、
鴻
巣
(
五
・
五
千
)
に
次
い
で
、
菖
蒲
(
四
・
五
千
)
の
大
型
商
は
呉
服
商
二
、
呉
服
太
物
・
白
木
綿
・
白
木
綿
買
継
商
各
一
、
同

じ
く
小
型
商
は
木
綿
商
六
、
原
市
(
一
一
千
)
の
大
型
商
は
白
木
綿
商
一
、
同
じ
く
小
型
商
は
白
木
綿
商
三
、
呉
服
茶
商
一
で
あ
る
。

同

南
部

一
次
A
区
に
お
い
て
、
大
型
商
数
が
小
型
商
数
を
越
え
る
一
六
町
の
内
、
絹
・
綿
織
、
絹
織
両
商
合
計
数
が
綿
織
商
数
を
越
え
る
一

O

町
(
栗
橋
・
粕
壁
・
川
越
・
鳩
ケ
谷
・
志
木
・
与
野
・
蕨
・
所
沢
・
越
生
・
秩
父
大
宮
)
は
、
前
述
付
・
同
を
取
り
巻
い
て
お
り
、
栗
橋

を
除
け
ば
、
そ
れ
以
南
の
地
域
に
東
西
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
越
生
が
錦
、
秩
父
大
宮
が
肌
で
あ
る
外
は
、
す
べ
て
却
で

あ
る
。
絹
・
綿
織
商
数
と
絹
織
商
数
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
方
が
多
い
の
は
、
西
方
の
秩
父
大
宮
・
越
生
と
、
東
方
の
志
木
・
粕
壁
だ
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け
で
あ
り
、
他
の
六
町
で
は
、
前
者
の
方
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
内
、
小
型
商
が
全
く
な
い
の
は
、

一
O
町
中
唯
一
の
中
山
道
の
宿
場
町
起
源
の
町
、
蕨
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
型
商
の
中
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で
、
織
物
仲
買
商
七
(
号
、
織
物
買
継
商
・
織
物
製
造
商
・
呉
服
太
物
唐
物
商
各
一
が
主
体
を
な
し
、

綿
織
商
は
双
子
類
問
屋
一
だ
け
で

あ
る
。
六
・
一
千
の
人
口
を
も
っ
蕨
に
お
い
て
、
絹
・
綿
織
物
を
対
象
と
し
た
東
京
指
向
型
商
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
小
型
太
物
商
は
、
川
越
四
と
秩
父
大
宮
二
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
川
越
に
お
け
る
こ
の
外
の
小
型
商
は
、
織
物
商
・
呉
服
商
共
に

入
、
大
型
商
は
、
呉
服
太
物
商
六
、
織
物
仲
買
商
四
、
織
物
商
・
同
卸
商
・
同
問
屋
・
同
仲
買
商
・
同
製
造
仲
買
商
・
呉
服
太
物
卸
商
・

呉
服
太
物
照
降
商
各
一
に
達
し
、
さ
ら
に
呉
服
商
ニ
・
綾
製
造
販
売
商
一
の
外
、
太
物
商
五
、
同
卸
商
二
、
同
問
屋
一
、
綿
布
製
造
販
売

金
銭
貸
付
業
一
に
及
ぶ
。
い
い
か
え
れ
ば
、
人
口
一
了
六
万
を
擁
し
、
新
河
岸
の
舟
運
と
川
越
街
道
を
背
景
に
成
長
し
た
城
下
町
起
源
の

町
、
川
越
で
は
、
小
売
り
か
ら
卸
に
い
た
る
全
織
物
類
が
取
扱
わ
れ
て
お
り
、
生
産
・
流
通
・
消
費
の
各
側
面
を
反
映
す
る
拠
点
都
市
的

な
特
徴
が
み
ら
れ
る

auo
こ
れ
に
対
し
て
、
人
ロ
ゴ
了
九
千
の
秩
父
大
宮
に
は
、
大
型
商
は
、
本
場
秩
父
縞
生
絹
買
継
商
二
、

絹
太
織

買
継
商
・
呉
服
荒
物
酒
類
度
量
衡
商
呉
服
商
各
一
、
呉
服
荒
物
商
・
呉
服
荒
物
穀
商
各
一
(
両
商
だ
け
は
野
上
村
)
、
薬
種
売
薬
太
物
商
一

(
皆
野
村
)
、
小
型
商
は
、
先
の
太
物
商
の
外
に
、

呉
服
太
物
荒
物
酒
造
商
一
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

秩
父
大
宮
に
お
け
る

小
型
太
物
商
の
分
布
が
、
消
費
の
プ
中
心
地
た
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
の
、
秩
父
織
物
を
背
景
と
す
る
商
業
の
拠
点
性
は
、
き
わ

め
て
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
く
て
、
数
加
か
ら
十
数
回
下
流
の
皆
野
・
野
上
両
村
に
お
け
る
万
屋
的
営
業
形
態
が
み
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

小
型
商
が
絹
・
綿
織
商
だ
け
で
あ
る
の
は
、
鳩
ケ
谷
と
栗
橋
で
あ
る
。
両
町
の
人
口
規
模
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
(
前
者
三
・
三
千

人
、
後
者
三
千
人
)
が
、

か
つ
て
は
日
光
御
成
街
道
に
面
し
て
江
戸
に
近
接
す
る
地
の
利
を
得
て
い
た
宿
場
町
兼
市
場
町
起
源
の
鳩
ケ
谷

と
、
奥
州
街
道
の
宿
場
町
・
渡
船
場
兼
市
場
町
と
し
て
の
起
源
を
も
つ
も
の
の
、
東
京
都
心
部
か
ら
数
十
回
も
隔
た
っ
て
い
た
栗
橋
と
で

は
、
織
物
商
の
数
と
種
類
が
、
次
の
よ
う
に
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
大
型
商
に
つ
い
て
み
よ
う
。
鳩
ケ
谷
で
は
買
継
商
が
多
く
、
織
物



買
継
商
八
・
同
買
継
菓
子
商
・
同
買
継
菓
子
蚊
屋
布
団
商
各
一
、
木
綿
織
物
買
継
商
三
、
計
一
二
を
数
え
る
。
ま
た
、
呉
服
太
物
商
は
鳩

ヶ
谷
に
四
、
栗
橋
に
こ
で
あ
る
が
、
こ
の
内
に
は
、
鳩
ケ
谷
で
は
古
着
商
、
栗
橋
で
は
生
糸
商
、
和
糸
商
を
そ
れ
ぞ
れ
兼
ね
る
も
の
が
各

一
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
鳩
ケ
谷
に
お
け
る
小
倉
帯
地
商
・
呉
服
商
各
一
に
対
し
て
、
栗
橋
で
は
、
白
木
綿
本
場
青
縞
生
糸
商
一
が
あ
げ
ら

れ
る
。
小
型
商
で
は
、
両
町
共
、
呉
服
太
物
商
一
が
あ
る
が
、
鳩
ケ
谷
で
は
、

さ
ら
に
織
物
商
一
も
み
ら
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
鳩
ケ

谷
で
は
、
栗
橋
に
お
け
る
よ
り
も
、

よ
り
一
層
付
加
価
値
の
高
い
織
物
類
が
取
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

小
型
商
と
し
て
は
呉
服
商
だ
け
し
か
み
ら
れ
な
い
の
は
、
粕
壁
と
与
野
で
あ
る
。
奥
州
街
道
の
宿
場
町
で
あ
り
、
市
場
町
の
基
盤
も
あ

埼玉県における二O世紀初頭の織物商分布

り
、
舟
運
に
恵
ま
れ
て
い
た
粕
壁
は
、
人
口
六
・
七
千
人
を
擁
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
世
に
は
鎌
倉
街
道
に
沿
っ
て
い
た
も
の

の
、
近
世
に
は
川
越
・
浦
和
を
結
ぶ
脇
往
還
の
街
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
与
野
の
人
口
は
、

四
・
八
千
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
型
絹
・

綿
織
商
で
は
、
両
町
共
、
呉
服
太
物
商
二
が
あ
げ
ら
れ
た
あ
と
、
与
野
で
は
さ
ら
に
織
物
仲
買
商
二
も
み
与
え
る
。
ま
た
小
型
呉
服
商
は
、

粕
壁
一
に
対
し
て
与
野
二
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
与
野
が
粕
壁
よ
り
も
、
東
京
都
心
部
に
近
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

方
、
粕
壁
に
お
い
て
、
大
型
呉
服
商
三
の
立
地
は
、
局
地
的
消
費
市
場
を
背
景
と
す
る
商
業
の
大
型
化
を
、

ま
た
白
木
綿
商
・
埼
玉
物
産

木
綿
買
継
商
各
一
の
立
地
は
、
生
産
地
商
業
の
趨
勢
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
は
、
呉
服
商

N
と
埼
玉
物
産
木
綿
買
継
商
S
が
、
共
に
多
額
の

納
税
者
で
あ
っ
た
こ
と
宕
〉
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

絹
・
綿
織
商
と
絹
織
商
は
立
地
す
る
が
綿
織
商
が
な
か
っ
た
の
は
、
所
沢
・
志
木
・
越
生
の
三
町
で
あ
る
五
百

大
型
商
の
内
、

品目

綿
織
商
は
、
越
生
三
に
対
し
て
所
沢
・
志
木
各
一
で
あ
る
が
、
越
生
三
の
内
に
は
、
生
絹
買
継
商
と
の
兼
業
と
雑
貨
商
と
の
兼
業
が
各
一
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含
ま
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
所
沢
で
は
、
織
物
仲
買
商
九
、
織
物
問
屋
二
、
織
物
商
・
同
仲
買
商
金
銭
貸
付
業
・
呉
服
太
物
商
各
一
、
計
一

四
が
み
ら
れ
る
。
所
沢
は
、
江
戸
に
近
い
脇
在
還
に
面
す
る
宿
場
町
兼
市
場
起
源
の
町
と
し
て
、
三
町
の
内
で
最
も
人
口
が
多
く
(
五
・
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五
千
人
)
、
織
物
の
流
通
の
中
心
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
外
の
大
型
商
し
て
は
、

生
絹
で
知
ら
れ
た
渓
口
集
落
越
生
(
お
〉

に
、
生
絹
仲
買
商
四
、
生
絹
質
商
・
生
絹
生
糸
依
託
販
売
商
・
東
京
三
井
出
張
生
絹
買
継
商
各
一
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
新
河
岸
の
舟
運

に
依
拠
し
た
市
場
町
起
源
の
志
木
に
は
、
呉
服
商
三
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
小
型
の
呉
服
太
物
商
を
み
る
と
、
越
生
二
に
対
し
て
所
沢
・

志
木
各
一
で
あ
る
が
、
所
沢
に
は
さ
ら
に
小
型
織
物
商
三
が
あ
る
。
ま
た
小
型
呉
服
商
は
、
所
沢
七
に
対
し
て
、
志
木
・
越
生
共
に
一
で

あ
る
が
、
越
生
に
は
生
絹
商
六
が
あ
り
、
こ
の
内
、
照
降
商
と
の
兼
業
が
一
、
煙
草
商
と
の
兼
業
が
一
で
あ
る
。
越
生
と
志
木
の
人
口
規

模
は
ほ
ぼ
等
し
い
(
共
に
コ
一
千
)
が
、
前
者
が
特
に
生
絹
産
地
取
引
の
中
心
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
次
A
区
に
お
い
て
、
大
型
商
数
と
小
型
商
数
が
等
し
い
の
は
、
大
宮
・
草
加
・
妻
沼
の
三
町
で
あ
り
、
こ
の
内
、
大
型
・
小
型
両
商

共
、
絹
-
綿
織
、
絹
織
両
商
合
計
数
が
綿
織
商
数
を
越
え
る
の
は
、
県
南
に
位
置
す
る

M
の
大
宮
・
草
加
で
あ
り
、
県
北
の
妻
沼

(
m
m
)

は
、
こ
の
逆
で
あ
る
。
こ
の
三
町
の
織
物
商
数
は
比
較
的
少
な
く
、
ま
た
絹
・
綿
織
商
数
と
絹
織
商
数
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の
方
が
多
い

の
は
、
妻
沼
だ
け
で
あ
る
。
脇
往
還
の
宿
場
町
と
市
場
町
、
そ
し
て
河
岸
場
を
起
源
と
す
る
妻
沼
(
人
口
二
・
四
千
)
で
は
、
織
物
商
は
す

ベ
て
太
物
商
で
あ
り
、
大
型
商
三
は
そ
れ
ぞ
れ
呉
服
・
材
木
、
荒
物
、
唐
物
各
商
を
兼
ね
て
お
り
、
小
型
商
三
の
内
、
二
は
洋
物
、
荒
物
・

質
物
を
そ
れ
ぞ
れ
兼
ね
る
。
人
口
六
・
五
千
の
大
宮
は
中
山
道
、

五
・
一
千
の
草
加
は
奥
州
街
道
の
そ
れ
ぞ
れ
宿
場
町
及
び
市
場
町
の
起

源
を
も
っ
て
い
た
。
呉
服
商
の
内
、
大
型
商
は
草
加
四
、
大
宮
一
で
あ
り
、
小
型
商
も
草
加
五
(
雑
呉
服
商
一
を
含
む
)
に
対
し
て
大
宮
四

で
あ
っ
て
、
草
加
の
方
が
多
い
。
し
か
し
、
大
型
織
物
商
は
、
大
宮
に
お
け
る
織
物
仲
買
商
・
織
物
買
継
商
・
双
子
織
物
仲
買
商
各
一
に

対
し
て
、
草
加
で
は
、
織
物
糸
商
一
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
東
京
に
近
い
草
加
で
は
大
小
の
呉
服
商
が
主
と
な
り
、

や
や
遠

ざ
か
っ
た
大
宮
で
は
産
地
立
地
の
大
型
織
物
商
が
目
立
ち
、
さ
ら
に
最
も
速
い
妻
沼
で
は
産
地
立
地
の
太
物
商
が
、
万
屋
形
式
で
営
ま
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。



回
、
二
次
A
区

二
次
A
区
は
、
小
型
商
数
が
大
型
商
数
を
越
え
る
入
間
川
(
叩
)
と
、
両
者
が
同
数
の
川
口

(
U
)
で
あ
り
、
共
に
綿
織
商
の
分
布
が

み
ら
れ
な
い
。
大
型
呉
服
太
物
商
は
、
入
間
川
一
一
、
川
口
一
で
あ
る
が
、
入
間
川
の
一
は
唐
物
商
を
兼
ね
る
。
小
型
商
と
し
て
は
、
両
町

共
、
呉
服
商
が
一
ず
つ
あ
る
が
、
入
間
川
で
は
、

さ
ら
に
織
物
商
五
、
呉
服
太
物
商
・
呉
服
太
物
煙
草
商
各
一
も
み
ら
れ
る
。
両
町
の
人

口
規
模
は
ほ
ぼ
等
し
い
(
入
間
川
五
千
、
川
口
五
・
一
一
千
)
が
、
東
京
に
近
い
荒
川
河
岸
の
渡
船
場
並
び
に
日
光
御
成
街
道
の
宿
場
町
及

埼玉県におけるこO世紀初頭の織物商分布

び
市
場
と
し
て
の
起
源
を
も
っ
川
口
は
、
入
間
川
に
比
べ
て
業
種
構
成
が
単
純
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
、
特
に
小
型
商
に
お
い
て
著
し

こ
れ
に
対
し
て
筏
宿
自
〉
で
知
ら
れ
た
入
間
川
は
、

し、
o 

甲
州
裏
街
道
と
田
光
脇
往
還
の
交
叉
(
さ
)
点
に
位
置
す
る
宿
場
町
を
起
源
と

し
、
西
武
川
越
線
の
駅
を
利
用
し
得
る
市
場
町
告
〉
で
あ
っ
て
、
特
に
小
型
織
物
商
数
の
多
か
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

玉
、
三
次
A
区

三
次
A
区
に
お
い
て
、
大
型
商
数
が
小
型
商
数
を
越
え
る
町
は
、
熊
谷
・
忍
・
小
鹿
野
・
本
庄
・
飯
能
・
越
ヶ
谷
・
寄
居
・
豊
岡
・
桶

川
・
上
尾
の
一

O
町
で
あ
り
、
反
対
に
小
型
商
数
が
大
型
商
数
を
上
回
る
町
は
、
深
谷
・
騎
西
・
児
玉
・
松
山
・
坂
戸
・
大
沢
・
大
和
田

の
七
町
で
あ
る
。
前
者
と
後
者
の
居
舗
数
の
割
合
は
、

ほ
ぼ
七
対
三
で
あ
り
、
大
型
商
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か

る。
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付

西
部

前
述
一

O
町
の
内
小
鹿
野
・
本
庄
・
飯
能
・
寄
居
の
四
町
と
、

同
じ
く
七
町
の
内
深
谷
・
騎
西
ハ
哲
・
児
玉
の
三
町
は
、

B
で
あ
る
。
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前
者
は
、
県
西
部
を
南
北
に
連
な
り
、
後
者
は
、
県
北
部
を
東
西
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
。

前
者
に
お
け
る
大
型
商
を
み
る
と
、
絹
・
綿
織
商
に
つ
い
て
は
、
呉
服
太
物
商
数
が
、
小
鹿
野
五
、
本
庄
四
、
寄
居
三
で
あ
る
が
、
小

鹿
野
の
四
は
、
そ
れ
ぞ
れ
洋
物
商
、
穀
・
荒
物
・
木
炭
商
、
洋
物
・
荒
物
商
、
質
商
を
兼
ね
、
さ
ら
に
後
三
者
が
下
吉
田
村
に
立
地
す

る
。
ま
た
、
本
庄
の
二
は
洋
織
物
扇
、
衡
器
商
、
寄
居
の
一
は
唐
糸
紙
類
洋
傘
商
を
、
そ
れ
ぞ
れ
兼
ね
る
。
し
か
し
、
飯
能
だ
け
は
、
織

物
買
織
商
三
(
内
、
二
は
織
物
以
外
の
「
物
産
」
も
仲
介
)
で
あ
る
。
絹
織
商
に
つ
い
て
は
、
飯
能
の
呉
服
商
四
・
絹
七
子
仲
買
商
一
の

外
は
、
本
庄
・
小
鹿
野
の
生
絹
買
継
商
一
が
み
ら
れ
、
本
庄
で
は
太
織
の
買
継
及
び
染
絹
商
、
小
鹿
野
で
は
糸
繭
商
を
、
そ
れ
ぞ
れ
兼
ね

る
。
太
物
商
は
大
型
商
に
限
ら
れ
、
本
庄
二
(
内
二
は
洋
物
商
を
兼
ね
る
)
、
小
鹿
野
一
(
下
吉
田
村
に
立
地
し
、
荒
物
・
穀
・
木
炭
商

を
兼
ね
る
)
だ
け
で
あ
る
。
小
型
商
を
み
る
と
、
呉
服
商
が
本
庄
・
小
鹿
野
各
三
、
飯
能
二
で
あ
る
外
、
絹
商
が
寄
居
に
一
一
(
内
、

t土

繭
・
木
炭
商
を
兼
ね
る
)
、

呉
服
太
物
商
が
小
鹿
野
に
二
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
本
圧
織
物
で
知
ら
れ
る
と
共
に
、
四
町
の
中
で
も
人
口
が
多
く
(
八
・
九
千
)
、
そ
の
上
、
中
山
道
の
宿
場
町
起
源
を
も

つ
市
場
町
で
あ
っ
て
、
日
本
鉄
道
中
山
道
線
の
駅
を
利
用
し
得
た
本
庄
に
は
、
大
型
絹
・
綿
織
商
が
多
く
、
ま
た
大
型
綿
織
商
も
立
地
し

て
い
た
。
本
庄
は
「
神
流
川
(
鳥
川
の
支
流
)
が
堆
積
し
た
扇
状
地
が
つ
く
る
洪
積
台
地
の
上
に
あ
り
、
す
ぐ
北
側
は
急
崖
を
も
っ
て
利

根
川
氾
濫
原
に
臨
ハ
却
に
み
、
他
の
三
町
も
、

い
ず
れ
も
谷
口
に
位
置
す
る
。

本
庄
に
次
ぐ
人
口
(
六
・
二
千
)
を
擁
し
、

西
川
材
取
引

の
中
心
地
で
あ
っ
た
飯
能
は
、
飯
能
絹
の
生
産
や
青
梅
縞
・
絹
太
織
取
引
で
知
ら
れ
た
市
場
町
で
あ
り
、
中
山
道
一
一
暴
道
・
中
山
道
往
来
・

秩
父
裏
道
・
秩
父
往
来
・
江
戸
往
来
・

八
王
子
往
来
・
甲
州
脇
道
(
却
〉
に
面
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
大
型
の
織
物

買
継
商
や
大
型
の
呉
服
商
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
赤
平
川
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
し
、
盆
地
内
に
お
い
て
秩
父
大
宮
に
次
ぐ
と
い
わ
れ

た
谷
口
の
商
業
町
小
鹿
野
(
人
口
四
・
二
千
)
は
、
秩
父
往
還
の
一
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
り
、
秩
父
大
宮
が
、
秩
父
往
還
と
甲
州
裏
道
の
分



岐
点
に
当
た
っ
て
い
た
の
と
は
、
著
し
く
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
小
型
の
呉
服
太
物
商
・
呉
服
商
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
商
品
は
、

約
一

O
M
下
流
の
下
吉
田
に
お
け
る
大
型
万
屋
居
舗
で
も
売
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
秩
父
・
児
玉
両
往
還
が
交
叉
す
る
宿
場
町
起
源
の

市
場
町
寄
居
は
、
上
武
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
あ
っ
た
が
、
人
口
は
最
も
少
な
か
っ
た
さ
了
八
千
)
0

し
た
が
っ
て
、

四
町
の
中
で
、

大
型
商
数
が
最
も
少
な
く
、
小
型
絹
商
の
立
地
を
特
色
と
す
る
。

前
述
の
深
谷
・
騎
西
・
児
玉
三
町
の
大
型
商
を
み
る
と
、
呉
服
太
物
商
が
、
騎
西
・
深
谷
に
各
二
(
騎
西
の
一
は
染
物
商
を
兼
ね
る
)

あ
る
外
は
、
深
谷
に
生
絹
太
織
買
継
商
兼
染
絹
商
・
太
物
商
各
一
が
み
ら
れ
る
。
小
型
商
を
み
る
と
、
絹
・
綿
織
商
で
は
、
織
物
商
が
騎

埼玉県におけるこO世紀初頭の織物商分布

西
の
二
だ
け
で
あ
り
、
絹
織
商
で
は
、
呉
服
商
が
児
玉
六
、
騎
西
二
、
深
谷
一
で
あ
り
、
こ
の
外
深
谷
に
絹
商
二
、
唐
物
商
・
生
絹
商
各

一
が
あ
る
。
綿
織
商
は
、
深
谷
に
お
け
る
太
物
商
四
、
騎
西
に
お
け
る
木
綿
商
五
(
内
、
三
は
織
物
商
、
古
着
商
、
糸
繭
商
を
そ
れ
ぞ
れ

兼
ね
る
)
、
白
木
綿
商
二
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
深
谷
は
、

日
本
鉄
道
中
山
道
線
の
駅
を
も
ち
、
中
山
道
の
宿
場
町
を
起
源
と
す
る
市
場

町
と
し
て
、
人
口
七
・
一
千
を
擁
す
る
た
め
、
大
型
商
数
が
多
く
、
太
物
商
、
絹
商
、
生
絹
商
、
唐
物
商
、
あ
る
い
は
生
絹
太
織
買
継
商

な
ど
の
立
地
を
特
色
と
す
る
。
騎
西
縞
で
知
ら
れ
た
市
場
町
騎
西
は
、
人
口
が
少
な
い
(
一
了
六
千
)
が
、
庖
舗
は
深
谷
と
同
数
あ
り
、

小
型
の
綿
織
商
数
が
、
小
型
の
絹
・
綿
織
商
、
絹
織
商
合
計
数
を
越
え
て
い
た
点
が
、
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
児
玉
往
還
の

宿
場
町
起
源
を
も
っ
市
場
町
児
玉
は
、
人
口
四
・
四
千
を
数
え
る
渓
口
集
落
で
あ
る
が
、
小
型
呉
服
商
だ
け
し
か
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。c=} 

東
部
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三
次
A
区
の
中
で
一
次
C
区
に
属
す
る
の
は
、
大
型
商
数
が
小
型
商
数
を
越
え
る
町
の
内
の
熊
谷
・
忍
・
越
ヶ
谷
で
あ
り
、
小
型
商
数
の

方
が
多
い
町
の
内
で
は
、
大
和
田
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
四
町
は
県
北
と
県
南
に
偏
在
し
、
熊
谷
が
切
で
あ
る
外
は
、
す
べ
て

C
で
あ
る
。
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三
町
の
大
型
商
を
み
る
と
、
絹
・
綿
織
商
と
し
て
は
、
呉
服
太
物
商
が
、
熊
谷
八
(
内
、
三
は
洋
傘
商
を
兼
ね
る
)
、
忍
六
、
越
ヶ
谷
三
で

あ
り
、
さ
ら
に
熊
谷
に
、
絹
太
織
本
場
青
縞
買
継
商
・
絹
太
物
染
絹
卸
商
・
織
物
商
各
一
が
分
布
す
る
。
ま
た
綿
織
商
は
、
忍
に
お
け
る

青
縞
卸
商
二
、
青
縞
商
・
本
場
青
縞
卸
商
・
本
場
青
縞
卸
織
底
白
木
綿
肥
料
商
・
青
縞
買
継
足
袋
地
類
問
屋
・
布
椴
製
造
商
兼
小
間
物
商

各
一
と
、
越
ヶ
谷
の
木
綿
問
屋
一
で
あ
り
、
絹
織
商
は
、
熊
谷
の
絹
太
織
買
継
商
一
だ
け
で
あ
る
。
小
型
商
を
み
る
と
、
絹
・
綿
織
商
と

し
で
は
、
呉
服
太
物
商
が
越
ヶ
谷
三
、
忍
一
で
あ
り
、
熊
谷
に
織
物
商
四
が
あ
る
。
ま
た
綿
織
商
と
し
て
は
、
太
物
商
が
熊
谷
三
、
忍
一

で
あ
る
外
、
忍
に
は
青
縞
商
二
が
あ
り
、
絹
織
商
は
、
忍
の
呉
服
商
一
だ
け
で
あ
る
。
大
和
田
に
は
、
小
型
呉
服
商
一
が
み
ら
れ
る
に
過

ぎ
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
川
越
に
次
ぐ
人
口
を
数
え
(
一
五
・
一
二
千
)
、

す
で
に
一
八
八
八
年
、

人
力
車
数
が
最
も
多
か
っ
た

au熊

谷
は
、
中
山
道
と
秩
父
往
還
の
分
岐
点
に
当
た
る
宿
場
町
起
源
の
市
場
町
で
あ
り
、
日
本
鉄
道
中
山
道
線
と
上
武
線
の
分
岐
点
に
位
置

し
、
大
型
商
で
は
各
種
の
絹
・
綿
織
商
、
小
型
商
で
は
織
物
商
・
太
物
商
が
、
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
城
下
町
と
共
に
日
光
裏
街
道
・
忍

栗
橋
道
・
忍
幸
手
道
の
宿
場
町
を
起
源
と
す
る
足
袋
の
町
忍
の
場
合
、
人
口
は
熊
谷
の
ほ
ぼ
半
ば
で
あ
っ
た
(
八
・
三
千
)
が
、
青
縞
商

や
呉
服
太
物
商
の
立
地
が
目
立
つ
。
越
ヶ
谷
と
大
和
田
の
人
口
は
ほ
ぼ
等
し
か
っ
た
(
前
者
三
・
七
千
、
後
者
コ
了
九
千
)
が
、
前
者

は
、
水
運
に
恵
ま
れ
た
上
、
東
武
線
大
沢
駅
に
近
く
、
奥
州
街
道
の
宿
場
町
起
源
の
市
場
町
で
あ
り
、
呉
服
太
物
商
が
多
か
っ
た
の
に
対

し
て
、
川
越
街
道
の
宿
場
町
起
源
で
あ
っ
た
後
者
に
は
、
小
型
服
商
一
し
か
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
次
A
区
の
中
で
、
大
型
商
数
が
小
型
商
数
を
越
え
る
町
の
内
の
豊
岡
・
桶
川
、
小
型
商
数
の
方
、
が
多
い
町
の
内
の
松
山
・
坂
戸
の
計

四
町
は
、
配
で
あ
る
。
前
二
者
は
大
型
商
だ
け
で
あ
り
、
両
町
共
、
呉
服
太
物
商
・
織
物
問
屋
各
一
が
あ
る
が
、
豊
岡
の
呉
服
太
物
商
は

荒
物
商
を
兼
ね
て
い
る
上
、
桶
川
の
白
木
綿
問
屋
一
に
対
し
て
、
豊
岡
は
呉
服
荒
物
酒
類
商
一
と
な
っ
て
い
る
。
後
二
者
の
大
型
商
は
、

松
山
で
は
呉
服
太
物
商
、
坂
戸
で
は
呉
服
商
で
あ
り
、
小
型
商
は
、
呉
服
商
が
松
山
四
、
坂
戸
二
で
あ
る
が
、
坂
戸
に
は
絹
製
造
商
一
も



み
ら
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
豊
岡
は
、
県
南
に
あ
っ
て
入
間
川
の
支
流
霞
川
に
臨
み
、

日
光
脇
往
還
の
宿
場
町
を
起
源
と
す
る
市
場
町

で
あ
り
、

ま
た
桶
川
は
、
県
央
よ
り
も
や
や
東
方
に
あ
っ
て
、

日
本
鉄
道
中
山
道
線
の
駅
を
も
ち
、
中
山
道
の
宿
場
町
を
起
源
と
す
る
市

場
町
で
あ
り
、
人
口
は
ほ
ぼ
同
じ
(
畳
間
コ
了
九
千
、
桶
川
一
二
・
五
千
)
で
、
松
山
・
坂
戸
と
は
異
な
り
、
共
に
大
型
商
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
豊
岡
に
お
け
る
荒
物
商
・
酒
類
商
と
の
兼
業
は
、
消
費
面
に
み
ら
れ
る
結
節
機
能
を
反
映
す
る
の
に
対
し
て
、
桶
川
に
お
け
る

白
木
綿
問
屋
の
立
地
は
、
生
産
面
の
結
節
機
能
を
示
唆
す
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
松
山
・
坂
戸
は
、
共
に
県
央
に
あ
り
、

日
光
脇
往
還

の
宿
場
町
起
源
を
も
っ
市
場
町
で
あ
っ
た
が
、
中
世
の
城
下
町
に
由
来
す
る
都
市
的
発
達
を
み
て
熊
谷
往
還
の
宿
場
町
を
も
兼
ね
て
い
た

埼玉県における二O世紀初頭の織物商分布

松
山
の
人
口
は
、

お
も
に
近
世
以
降
町
の
発
展
を
示
し
た
と
み
ら
れ
る
坂
戸
の
約
二
倍
で
あ
っ
た
(
松
山
六
・
三
千
、
坂
戸
三
・
四
千
)
。

し
た
が
っ
て
、
松
山
は
、
坂
戸
よ
り
も
小
型
呉
服
商
数
が
多
く
、
大
型
商
は
、
坂
戸
の
呉
服
商
に
対
し
て
呉
服
太
物
商
と
な
っ
て
い
る
。

上
尾
と
大
沢
は
共
に
(
配
で
あ
る
が
、
日
本
鉄
道
中
山
道
線
の
駅
を
も
ち
、
中
山
道
の
宿
場
町
起
源
の
市
場
町
で
あ
っ
た
上
尾
(
人
口
三

千
)
は
、
大
型
呉
服
商
一
、
越
ヶ
谷
宿
の
合
宿

auと
し
て
の
起
源
を
も
っ
大
沢
(
人
口
二
・
四
千
)

t主、

前
述
の
大
和
田
と
同
様
に
、

小
型
呉
服
商
一
で
あ
っ
た
。

六
、
結

び

埼
玉
県
に
お
け
る
こ

O
世
紀
初
頭
の
繊
維
品
商
は
、
東
か
ら
西
へ
ほ
ぽ
織
物
商
地
域
、
足
袋
商
地
域
、
系
繭
商
地
域
の
順
に
配
列

し
、
特
に
織
物
商
の
卓
越
す
る
町
が
多
い
。
ま
た
織
物
商
は
、
他
の
二
者
に
比
べ
て
、
営
業
規
模
が
大
き
い
。
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q 

一
次
A
区
で
は
、
加
須
及
び
こ
れ
に
次
ぐ
羽
生
を
含
む
青
縞
商
地
域
と
、
久
喜
・
幸
手
・
杉
戸
・
岩
槻
の
白
木
綿
商
地
域
が
、
北

東
部
の
大
型
商
地
域
を
形
成
し
、
そ
の
西
南
に
、
県
央
の
台
地
上
を
北
西
、
(
南
東
方
向
に
分
布
す
る
小
型
綿
織
商
地
域
(
鴻
巣
・
菖
蒲
・
原
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市
)
、
小
型
絹
な
い
し
絹
・
綿
織
商
地
域
(
小
川
・
浦
和
)
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
取
り
巻
い
て
、
大
型
絹
織
商
地
域
(
秩

父
大
宮
・
越
生
・
志
木
・
粕
壁
)
、
大
型
絹
・
綿
織
商
地
域
(
川
越
・
鳩
ケ
谷
・
与
野
・
蕨
・
所
沢
・
栗
橋
)
、
大
型
商
・
小
型
商
の
い
ず

れ
に
も
片
寄
ら
な
い
絹
・
綿
織
商
地
域
(
大
宮
・
草
加
)
並
び
に
綿
織
商
地
域
(
妻
沼
)
が
分
布
す
る
。
な
お
、
特
に
川
越
に
お
い
て
は
、

織
物
業
種
及
び
経
営
規
模
の
多
様
化
に
よ
る
拠
点
都
市
的
な
特
徴
が
み
ら
れ
、
蕨
・
鳩
ケ
谷
・
与
野
・
所
沢
・
草
加
で
は
、
東
京
指
向
型

の
織
物
商
が
多
い
。

同

二
次
A
区
に
は
綿
織
商
が
な
く
、
小
型
商
の
多
い
入
間
川
の
方
が
、
大
型
商
・
小
型
商
の
い
ず
れ
に
も
片
寄
ら
な
い
川
口
よ
り

も
、
業
種
構
成
が
多
様
化
し
て
い
る
。

三
次
A
区
で
は
、
西
部
に
お
い
て
、
谷
口
の
大
型
絹
・
綿
織
商
地
域
(
小
鹿
野
・
本
庄
・
寄
居
・
飯
能
)
が
南
北
方
向
に
、
小
型

絹
織
商
及
び
小
型
綿
織
商
地
域
(
児
玉
・
深
谷
・
騎
西
)
が
北
方
を
東
西
方
向
に
分
布
す
る
。
ま
た
東
部
に
お
い
て
は
、
配
に
属
す
る
大

型
商
地
域
(
豊
岡
・
桶
川
)
、
大
型
・
小
型
の
絹
・
綿
織
商
及
び
絹
織
商
地
域
(
松
山
・
坂
戸
)
、
へ
配
)
に
属
す
る
少
数
呉
服
商
地
域
(
上

帥
尾
・
大
沢
)
が
中
央
を
占
め
、

一
次
C
区
に
属
す
る
亜
川
越
的
拠
点
都
市
熊
谷
、
青
縞
商
・
呉
服
太
物
商
の
目
立
つ
忍
・
越
ヶ
谷
、
小
型

の
少
数
呉
服
商
地
域
大
和
田
が
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
。

以
上
の
よ
う
に
、
埼
玉
県
に
お
け
る
二

O
世
紀
初
頭
の
織
物
商
の
分
布
は
、
交
通
史
的
背
景
、
生
産
及
び
消
費
構
造
、
人
口
規
模
、
首

都
東
京
の
社
会
経
済
的
影
響
な
ど
を
反
映
し
て
立
地
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

丸主

(
1
)
 

(
2
)
 
田
村
正
夫
(
一
九
七
六
)

田
村
正
夫
(
一
九
七
六
)

『
商
業
地
域
の
形
成
』
文
化
書
一
房
博
文
社

「
首
都
圏
の
都
市
成
長
前
線
帯
に
お
け
る
商
業
地
域
の
形
成
|
|
埼
玉
県
坂
戸
町
立
c
ど
そ
と
d

を
中
心
に
|
|
」
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城
西
経
済
学
会
誌
、

(
3
)
(
2
)
 

(
4
)

『
営
業
便
覧
』
掲
載
の
略
図
は
、
正
確
な
縮
尺
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
事
実
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
大
型
商
の
間
口
が
、
小
型
商
の
そ
れ
の
ほ
ぼ
二
倍
に
描
か
れ
て
い
る
。

(
5
)

一
般
に
、
織
物
商
が
大
型
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
坂
戸
町
「
き
ど
う
ち
」
内
の

K
不
動
産
会
社
社
長
が
グ
巨
富
を
積
む
近
道
は
呉
服
屋
か
穀
屋

に
な
る
こ
と
だ
d

と
思
い
立
っ
て
、
一
九
五
五

i
六
O
年
に

F
衣
料
品
会
社
に
勤
務
し
た
と
回
顧
し
て
い
る
こ
と
八

(
1
)
九
三

t
九
四
頁
V
と
符

合
す
る
。

(
6
)

第
三
表
参
照

(
7
)

こ
れ
よ
り
先
、
一
八
八
五
年
、
久
喜
に
は
日
本
鉄
道
の
駅
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
一
八
八
七
年
こ
ろ
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
騎
西
の
青
縞
が
鴻

巣

t
松
山
道
を
通
じ
て
運
ば
れ
た
外
、
吹
上

l
川
俣
道
、
熊
谷

t
久
喜
道
も
育
縞
輸
送
に
使
わ
れ
て
い
た
(
羽
生
市
史
編
集
委
員
会
八
一
九
七

五
V

『
羽
生
市
史
』
下
、
三
六
二

t
コ一一貝
)
0

鉄
道
プ
l
ム
時
代
の
一
八
九
五
年
、
日
本
鉄
道
(
千
住
J
栗
橋
)
と
東
武
鉄
道
(
本
所

l
足
利
)

が
敷
設
を
競
合
し
た
際
、
久
喜
・
羽
生
・
加
須
か
ら
、
東
武
鉄
道
敷
設
陳
情
書
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
敷
設
理
由
の
一
っ
と
し
て
、
加
須
・
羽
生
の

青
縞
、
久
喜
・
越
ヶ
谷
の
白
木
綿
の
輸
送
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
(
東
武
鉄
道
株
式
会
社
八
一
九
六
回
V

『
東
武
鉄
道
六
十
五
年
史
』
一
三
七
頁
)
。

も
っ
と
も
、
古
利
根
川
の
舟
運
や
馬
車
運
送
に
比
べ
る
と
輸
送
費
が
嵩
み
、
加
う
る
に
一
車
未
満
の
貨
物
は
、
北
千
住
・
久
喜
に
お
け
る
積
み
換

え
の
不
便
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
九

O
O年
二
月
、
貨
物
運
賃
の
割
引
き
特
約
、
馬
車
運
送
業
者
と
の
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
た
(
同
書
、
一
一
一
二

一一良
)
0

な
お
、
幸
手
駅
(
現
東
武
日
光
線
)
の
開
設
は
一
九
二
九
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
幸
手
近
在
で
生
産
さ
れ
た
織
物
の
鉄
道
輸
送
は
、
久
し

く
久
喜
駅
を
経
由
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

(
8
)

北
埼
玉
郡
役
所
二
九
一
一
一
一
一
)
『
北
埼
玉
郡
史
』
複
刻
版
八
一
九
六
九
V
二
六
頁
。
な
お
、
一
九

O
二
年
の
戸
数
は
、
加
須
八
三
一
に
対
し
て

羽
生
一
、
一
九
七
と
逆
転
し
た
。

(
9
)

こ
の
組
合
は
、
一
八
八
六
年
に
創
設
さ
れ
、
一
九

O
O年
、
組
合
法
に
基
づ
く
同
業
組
合
と
な
っ
た
〈

(
8
)
一一一一一一一一良

v。

(
叩
)
一
八
八
七
年
七
月
制
定
の
木
綿
織
物
産
感
組
合
規
約
第
二
一
条
に
よ
る
(
羽
生
市
史
編
集
委
員
会
八
一
九
七
五
V

『
羽
生
市
史
」
下
、
三

O
二

ー
三
頁
)
。

(
日
)
(
叩
)
第
一
八
・
一
九
両
条
に
よ
る
。

一一一、
一i
三、

一
t
一一一一一貝
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(
ロ
)
(
叩
)
第
一
条
に
よ
る
。

(
日
)
(
叩
)
三
六
二

1
三
頁

(
H
)

全
国
営
業
便
覧
発
行
所
こ
九

O
一一)

(日
)

(

U

)

四
二
頁

(
日
)
大
型
呉
服
太
物
商
は
、
加
須
・
羽
生
共
に
二
で
あ
っ
た
が
、
加
須
で
は
さ
ら
に
呉
服
太
物
京
都
染
物
取
次
商
二
も
み
ら
れ
、
小
型
太
物
商
も
加

須
三
に
対
し
て
、
羽
生
一
で
あ
る
。

(
げ
)
絹
・
綿
織
商
と
し
て
は
、
大
型
の
呉
服
太
物
・
同
卸
小
売
・
唐
物
太
物
各
商
一
、
小
型
の
唐
物
太
物
・
織
物
各
商
一
、
小
型
呉
服
商
と
し
て

は
、
唐
物
商
一
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(
四
)
一
八
九
七
年
の
所
得
税
下
調
査
簿
に
よ
れ
ば
、
反
別
H
E
九
八
・

O
二
五
反
、

Y
一一一一四・

O
一
コ
一
反
、
地
租
H
E
一
O
八
・
三
七
九
円
、

Y

一
O
七
・
九
九
一
円
、
軍
債
H
E
一
O
O円、

Y
三
O
O円、

E
の
木
綿
売
上
額
四
三
五
四
円
、

Y
の
白
木
綿
所
得
一
五

O
円
で
あ
っ
た
(
越
ヶ

谷
市
役
所
八
一
九
七
四
V

『
越
ヶ
谷
市
史
』
五
、
ご
一
七
・
二
一
九
頁
)

0

(
四
)
一
八
九
七
年
の
所
得
税
下
調
査
簿
に
よ
れ
ば
、
反
別
H
K
二
四
・
一

O
四
反
、

F
一一一一

0
・
九
三
九
反
、
日
二
七
・
八
二
二
反
、
円
切
な
し
、

N

三
0
・
二
一
二
反
、
地
租
H
K
一
八
・
三
五
八
円
、

F
一
九
一
・
一
一
一
一
一
一
円
、
出
三

0
・
0
二
五
円
、
匂
五
七
六
・
四
五

O
円、

N
三
二
・

O
七
九

円
、
軍
債
H
K
五
O
円、

F
な
し
、
日
三
五

O
円
、
門
出
七

O
O円、

N
な
し
、
貸
金
H
K
な
し
、

F
五
、
六
五

O
円
、
日
一
、
二

O
O円
、
白
一
、
八

五
O
円、

N
な
し
、

K
の
織
物
一
八
、

0
0
0円
・
貸
家
三
ケ
所
、

F
の
織
物
七
二
、
五

O
O円
・
貸
家
な
し
、
日
の
木
綿
一
七
、
一
一
一
一
一
円
・
貸
家
三
ケ

所、

n
M

の
織
物
一
四
、
八
七
五
円
・
貸
家
所
得
一

O
O円、

N
の
織
物
八
、
七
一

O
円
・
貸
家
二
ケ
所
で
あ
っ
た
〈
(
団
)
一
二
三

l
四
頁
V
o

(
却
)
一
九

0
0
1二
年
に
は
、
北
埼
玉
郡
が
、
各
郡
の
綿
織
物
生
産
の
首
位
で
あ
っ
た
(
上
野
和
彦
・
榊
原
忠
彦
八
一
九
七
五
V
関
東
の
綿
作
と
綿

織
業
地
域
の
変
容
埼
玉
県
・
茨
城
県
の
織
維
工
業
を
中
心
と
し
て
l
、
歴
史
地
理
学
会
第
七
八
回
例
会
配
布
資
料
)
。

(
幻
)
織
物
仲
買
商
は
、
一
八
七
二
年
に
は
、
四
盾
で
あ
っ
た
(
蕨
市
史
編
纂
委
員
会
八
一
九
六
七
V

『
蕨
市
の
歴
史
』
二
、
七
八
四
頁
)
。

(
担
)
こ
の
点
は
、
す
で
に
一
八
八
九
年
、
荷
車
の
分
布
が
、
県
内
で
最
も
多
か
っ
た
こ
と
(
中
島
義
一
八
一
九
五
九
〉
「
明
治
前
期
に
お
け
る
埼
玉

県
の
交
通
」
新
地
理
七
、
三
・
四
、
二
二
一
良
)
と
符
合
す
る
。

(
幻
)
一
八
九
七
年
の
所
得
税
下
調
査
簿
に
よ
れ
ば
、
反
別
H
N
一
、
三
八
五
・
七
二
九
反
、

S
七
九
三
・
六
一
七
反
、
地
租
H
N
一
二
五
六
・
六
九
八

円、

S
五
九

0
・
0
七
六
円
、
軍
債
H
N
六
五

O
円
(
他
に
整
公
一

O
、
四

O
O円)、

S
な
し
、
貸
金
H
N
一
O
、
0
0
0円、

S
二、

0
0
0

『
埼
玉
県
営
業
便
覧
』
四

O
頁
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円、

N
の
織
物
売
上
額
五
、

0
0
0円、

S
の
木
綿
業
資
本
金
二
五
、
二
三
八
円
で
あ
っ
た
八
(
日
)
一
一
二
一
一
貝

v。

(
剖
)
綿
織
商
の
立
地
が
全
く
み
ら
れ
な
い
と
い
う
点
は
、
こ
の
一
一
一
町
の
外
に
、
前
述
の
与
野
も
同
様
で
あ
る
。

(
お
)
埼
玉
県
(
一
九
二
一
)
『
埼
玉
県
誌
』
下
、
一
二
八
三
J
四
頁
に
は
「
越
生
町
は
旧
く
よ
り
生
絹
生
産
地
の
中
心
に
し
て
、
婦
女
各
自
携
へ
来
り

て
此
市
場
に
集
り
、
他
地
方
よ
り
来
集
せ
る
商
人
に
販
売
し
た
り
。
明
治
十
三
年
に
至
り
始
め
て
天
幕
を
張
り
拍
銭
を
以
て
買
統
商
人
の
席
を
定

む
る
こ
と
と
な
り
、
売
買
開
始
を
報
す
る
に
第
一
鈴
を
以
て
各
白
の
席
に
著
き
第
二
鈴
を
以
て
売
買
を
実
行
し
た
り
。
三
十
三
年
六
月
株
式
会
社

を
組
織
し
て
市
場
を
設
け
、
間
口
十
コ
一
間
奥
行
二
十
六
間
の
家
屋
を
建
築
し
、
内
部
を
八
十
二
に
区
画
し
、
各
地
よ
り
参
集
す
る
買
継
商
人
の
望

に
依
り
適
当
の
場
所
を
貸
付
し
、
取
引
を
な
さ
し
む
。
爾
来
継
続
今
日
に
至
れ
り
。
生
絹
買
継
の
為
、
参
集
す
る
商
人
は
越
生
の
商
人
の
外
、
飯

能
・
寄
居
・
小
川
等
の
絹
商
最
も
あ
ノ
し
(
傍
点
は
筆
者
)
」
と
あ
る
。

(
部
)
筏
宿
に
関
連
し
て
、
入
間
町
誌
編
纂
委
員
会
二
九
五
五
)
『
入
間
川
町
誌
』
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
飯
能
付
近
で
組
ま
れ
た

継
は
、
入
間
川
(
町
)
ま
で
が
一
日
行
程
で
こ
こ
ま
で
く
る
と
筏
乗
り
は
岸
に
筏
を
つ
な
い
で
上
陸
し
宿
を
と
っ
た
。
大
国
神
社
前
の
甲
子
屋
は

当
時
筏
宿
と
し
て
川
を
上
下
す
る
人
々
に
な
く
て
な
ら
な
い
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
筏
乗
り
に
憩
の
場
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
た
の
も
、
以

前
か
ら
宿
場
町
と
し
て
貫
録
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
土
台
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
更
に
そ
の
理
由
を
追
究
す
れ
ば
町
の
位
置
が
交
通
上
の

要
地
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
(
三
八
九
頁
)
」
と
。

(
幻
)
明
治
以
降
の
穀
市
、
青
物
市
場
の
再
興
に
つ
い
て
は
、
(
部
)
一
二
六
七

i
七
三
頁
参
照
。

(
犯
)
騎
西
だ
け
は
、
東
部
の
中
に
入
り
込
ん
で
分
布
す
る
。

(
却
)
村
本
達
郎
こ
九
五
五
)
「
本
庄
市
」
日
本
地
名
事
典
一
、
七
七
三
頁

(
却
)
中
島
義
一
こ
九
五
八
)
「
谷
口
集
落
の
性
格
に
つ
い
て
の
一
考
察

l
武
州
飯
能
を
中
心
と
し
て
|
|
」
新
地
理
、
六
、
三
、
-
八
五
頁
、

第
二
図

(
訂
)
(
幻
)
一
二
頁
、
第
一
図

(
泣
)
近
世
以
来
の
越
ヶ
谷
宿
は
、
宿
場
町
機
能
を
も
っ
大
沢
と
商
業
都
市
的
な
越
ヶ
谷
に
分
か
れ
て
お
り
、
二

O
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
、
大
沢
に

は
旅
館
・
料
理
広
・
芸
者
屋
が
多
く
、
越
ヶ
谷
が
米
穀
・
肥
料
・
荒
物
・
呉
服
太
物
・
質
各
商
を
中
心
と
す
る
の
と
、
対
し
ょ
的
で
あ
っ
た

八
(
日
)
五
一
一
良
V
o
越
ヶ
谷
と
大
沢
を
比
較
す
る
と
、
一
九

O
二
年
の
広
舗
総
数
は
、
前
者
二
二
ハ
、
後
者
八
七
、
サ
ー
ビ
ス
業
比
率
は
、
前
者

一
一
%
、
後
者
四
五
%
で
あ
っ
た
〈

(
2
)
一
一
一
頁
参
照

v
。
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